




●ウムは液晶シートを使用した合わせガラスですので、フロート板
ガラスと比較して若干透明度が劣ります。
特に斜め方向からウムを見た場合、正面からの角度が大きくなる
にしたがって透明度は低下します。

●ウムのすぐ近くに照明が設置されている場合、ウムに直接当たっ
た光が散乱し透明度が悪く感じられることがあります。
ウムの透明度を向上させるためには以下の方法をお勧めします。
①ガラス面に近い照明をはずす。
②背後にある日射が入る外部窓にカーテン・ブラインドなどをつ
ける。
③照明スイッチをウムと連動とし、ウムON(透視)時に照明OFF
となるようにする。
④埋め込み型照明とし、照明が直接ウムに入射しないよう配慮
する。
⑤ウム周辺の照明の輝度を下げる。
⑥ウム背後の壁面の色を暗色とする。
⑦ウム上部にひさし状の構造物を取り付ける。

●ウムはフロート板ガラスと比較して反射率が高くなっています。
そのため、壁などウムの周辺にあるものが映り込みやすくなりま
す。
映り込むものによっては、ウムを通して見える対象物が見づらく
感じられることがあります。
特に背後に外部窓がある場合には、映り込みが強くなりますの
でご注意ください。

●ウムはOFFの時に不透明・ONの時に透明です。
ONを通常状態として使用する場合、液晶の焼き付き現象が発
生することがありますので、夜間等ウムを使用しない時にはOFF
にしてください。
数週間、数ヶ月といった長期間にわたってONで使い続けた場合、
OFFにしても不透視に戻るのにかなりの時間を要することがあ
ります。

●液晶シート複数枚使用時にはシート継ぎ目部分にあたるガラス
表面にサンドブラスト加工(幅12ミリ)を行います。
透視時には白いラインが見えますので、事前にご確認ください。
シートの継ぎ位置についてはご相談ください。

●ウムの移設はできません。
ウムを取り外す段階で液晶シートを傷つけたり、一番大切な電
極を傷める可能性があります。
また、再施工直後は作動していても短期間の間に作動不良が発
生する恐れがあります。
したがって移設はできません。移設された場合は品質保証の対
象外となりますのでご注意ください。

●液晶シートを保護するため、曲げ・強化・三層などの合わせ加工
はできません。
詳しくは弊社担当者にお問い合わせください。

●作動保護のため、引き違い戸・片引き戸・浴室の可動部分・外部
ガラス突き合わせ施工・外部ドアなどには施工できません。
詳しくは弊社担当者または責任施工店までお問い合わせくださ
い。

●ウムシートは耐候性が非常に低いため品質保証ができません。
ウムシート単体での使用は展示会や舞台装飾など一時使用の
用途に限らせていただきます。

●電源供給が不安定な場合は電気的不具合（動作不良・外観不良
など）を起こすことがあります。

●電力の供給状態が不安定な地域・条件でウムを使用する際には、
不具合発生の可能性を低減させるため、ウム電源の入力側に定
電圧出力回路の設置を推奨いたします。

【ウムの寿命について】
ウムは液晶を含む有機材料で構成されており、また電気を使用する製品のため寿命があります。 
設置環境や使用条件、使用頻度等により寿命は異なります。

耐用年数について：
弊社規定条件で試験を行い、通常環境下で10年程度の使用に耐えうる仕様で製造管理をしております。

経年による変化について：
使用年数が経過するに伴い、液晶の散乱特性が変化し少しづつ透明化することがあります。

電気的不具合について：
ウムは商用電源(AC100V)を直接使用して動作を行います。
供給電源に乱れ(スパークやサージなど)が生じた際、ガラス内部でごく稀に焼け焦げや断線など、電気的不具合を起こすことがあります。
(ガラス内部での不具合なので人体に影響を及ぼすことはありません。)

この施工マニュアルは瞬間調光ガラス「ウム」をご採用の際にぜひ留意して頂きたい事項を説明したものです。
「ウム」の特長を十分に生かすための資料としてご活用ください。
「ウム」は一般のガラスと異なり「ガラス工事」と「電気工事」の2種類の工事が必要となります。
不完全な施工は「ウム」の性能を十分発揮できないだけでなく、ユーザーの方に不満を残すことにもつながります。
また、その構造上さまざまな特性があり、̶ 般のガラスとは違った制約を受ける場合があります。
将来にわたり安全に、また満足してご使用いただくために、設計・施工に関しての注意事項をよく理解し事前の確認の
徹底と確実な施工を行ってください。



2100mm × 990mm

2100mm × 1420mmスマートウィンドウ

スマートスクリーン 2750mm × 990mm

2750mm × 1800mm

2750mm × 1420mm

最大寸法 （シート継ぎ）

最大寸法 









一辺押縁（下辺押縁の場合）

ガラスの
　組み合わせ

上枠
溝幅
a

溝深さ
b

25 35

25 35

下枠 縦枠

３ミリ＋３ミリ

ひとつの間口に
１枚のウムを使う場合

ひとつの間口に複数枚のウムを
使う場合（内装のみ）

５ミリ＋５ミリ
6ミリ＋6ミリ

四辺押縁

溝深さ
c

溝深さ
d

30 30

30 30

上枠
溝幅
a

溝深さ
b

20 25

20 25

下枠 縦枠
溝深さ
c

溝深さ
d

30 25

30 25

上枠
溝幅
a

溝深さ
b

16 20

20 20

下枠 縦枠
溝深さ
c

溝深さ
d

20 20

20 20





外形寸法：W105×D70×H50mm

LUM-S001AT LUM-S200AT LUM-S200MT LUM-S200RT

：W80×D160×H55mm
：W165×D250×H120mm

外形寸法：W80×D160×H55mm
：W165×D250×H120mm

外形寸法：W80×D160×H55mm
：W165×D250×H120mm

外形寸法



LUM-SOO1ATの場合

LUM-S２００RTの場合

LUM-S２OOAT・S200MTの場合

(LUM-S200MT)

(LUM-S200AT）（LUM-S200AT・S200MT共通）

（LUM-S200AT）

LUM-S001AT

LUM-S200AT

LUM-S200AT

LUM-S200RT LUM-S200RT

LUM-S200MT

LUM-S001AT





三路スイッチには、「ウム」専用電源がそのまま使用できます。
LUM-S200AT(オルタネートスイッチ用)の場合には、三路スイッチ(オルタネートタイプ)を2ケ用意
し並列に接続すれば特注回路は不要です。但しLUM-S200ATではスイッチが2個までしか対応で
きません。
また、LUM-S200MT(モメンタリースイッチ用)を三路に使用する場合はモメンタリースイッチを2ケ
並列に接続します。
LUM-S200MTは、スイッチの数を自由に増やすことが可能です。
一枚のウムに対して3つ以上のスイッチが必要な場合にはS200MTの使用をお奨めします。

スローアップ、
スローダウン(調光)

１. 【瞬同調光ガラス】という名前通り瞬時に反応することがウムの特長ですが、逆にわざとゆっくり反
応させることも可能です。
これは0V(OFF)から100V(ON)の間をゆっくりと電圧を上げて行く、またはゆっくりと下げて行く回
路です。
照明でいう「調光」です。

調光２. スイッチを取りかえることで自由にウムに掛ける電圧をコントロールすることができます。
0Vか100Vだけの切替スイッチではなく、半透明の30Vで止めたり50Vで止めたりと、自由なウム
の透視状態を選ぶことができます。

タイマーとの運動３. 自動的にON-OFFを繰り返す。その間隔を自在にコントロールする。
ウムの専用回路にタイマーを組込んだ特注回路が可能です。

浴室内部にスイッチを
設置したい場合

５. 浴室内でもドライエリアに限定し、市販の防沫型スイッチ(12Vなどの低電圧タイプ)をご使用くださ
い。それに合わせた特注回路を製作します。
必ず漏電ブレーカーを使用してください。

トイレ、フィッティングルーム等
使用時の施錠と連動させたい

６. 市販のスイッチストライクやドアスイッチといったリレー回路との組合せで可能となります。
その部屋を使用している時にデッドボルトを締めると接点信号が出ます。特注回路との組合せによ
り、“信号を受けてウムがOFF”/“デッドボルトを開錠するとウムがON”になります。
使用していない時にウムがON(透視)なので、ウムの焼き付きが起きないようご注意ください。
（専用電源の一次側にスイッチを設けて、操作できるようにすることをお勧めします。）
また、防水型が無いため外装や水周りでの使用は厳禁です。ご注意ください。
※トイレやフィッティングルームなど“施錠するとOFF”/“解錠するとON”にしたい場合にご使用くだ
さい。

フリッカー現象を無くしたい
(周波数調整回路)

７. ウムが透視状態の時にウム越しに他のテレビやコンピューター画面を見るとチラつきや干渉縞が
見えることがあります。
液晶ディスプレイの場合は問題ありませんが、他方式のディスプレイの場合はウムとそのディスプレ
イの周波数の違いにより画面がチラつくことがあります。
これを解消するためにはウムに周波数変換の回路を使用します。
対象になるディスプレイが多い場合は、ウムの周波数を自由に変換できるような調整摘みをつけ、
現場で最適なところを見つける方式を取ります。
企業のモニタリングルームや見学通路にはこれが必要な場合があります。
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